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住宅瑕疵担保保険が工事後でも加入できます ！ 
月１日より始まる住宅瑕疵担保履行法は、 月１日以降引渡す際には、供託をするか着工前に瑕

疵担保保険に加入していなければならないことになっていたが、同法の周知ができていないとの判

断から、着工後でも瑕疵担保保険に加入できるように改正が行われ、７月より施行されました。こ

れにより、 月前には引渡す予定で保険に加入していなかった物件で、諸般の事情で工期が遅れて

いるものが救済されることになりました。但し、保険の受付けは平成 年３月までの予定です。

工事後の加入の際は、基礎配筋の非破壊検査や施工写真のチェック、建物の目視検査等により、品

質が確認された場合加入を受付けるようです。保険料は検査手間が余分にかかる為通常の２倍弱と

なっています。（指定引受保険法人５社でそれぞれ違いますご確認ください） 加入後の扱いは通常

の保険と同じということです。

一昨年から大騒ぎしていたのは何だったのでしょう？ 役人から見れば「これだけ一生懸命説明し

ても、一向に法律の主旨を理解できないような中小工務店は無いほうが良い。大手の住宅会社が残

れば政府の意向を理解し、従ってくれるので住宅行政はうまくいく」という事ではないでしょうか？

これから、ますます大手に有利で、中小工務店には対応の難しい 面倒くさい？ 法律が出てくるか

もしれませんね。

長期優良住宅でも、高い仕様を要求している割には、目玉であるはずの維持管理計画は 年ほどで

良い等、今までの住宅が十分クリアーしている範囲内のこととなっています。

葉節にご注意！ 説明を十分に
南九州の杉、特にオビ杉に多く見られる「葉節」 気根とも言う がクレームの原因になっています。

我々は、「県産材には葉節があるのは当たり前、欠点とはいえない」と思っていますが、ＪＡＳでは

「その他の欠点」ということになります。

今年になって、薩摩地区でこの葉節が原因で施主様からのクレームが２件発生しているようです。

この葉節は「節の成長点にある休眠芽が局部的に発達したもの」「地中で足りない養分を吸収する為

に地上に出てきた根」とも言われています。強度上はなんら問題はありませんが、意匠的には好き

嫌いがあり、これが今回のクレームの原因と思われます。床や壁板として使用する場合は事前に十

分説明するか、これを含まないものを使う必要がありそうです。

【情 報】

＊甲突川源流 水と緑のネットワーク 活動が始まります

森林活動（植林･下草刈・枝打ち･間伐･除伐･ﾘｸﾚｰｼｮﾝ･森林浴 ）を通じ環境学習を行います

日 時 ８月 日 ～

場 所 鹿児島県環境の森林 瀬戸団地

かごしま子ども文化の里 近く

（鹿児島市郡山町 ℡ ）

参加費 保険料 当日受付け

内 容 開会セレモニーの後、下草刈等

【定休日】

８月は 日となります

９月は 日となります

ご協力お願いします。  
（お問い合わせは、お客様サービス係の束野まで） 


